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図12　「うつむく」のWord　Sketchの検索結果
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さらに辞書の例文を精選することができる。
4）語彙意三論的な情報のための利用
　『日本語表現活用辞典』のような辞書編纂の過程において，Word　Sketch以外に他のSketch
Engineの機能，　ThesaurusとSketch　Differenceを用いると，さらに詳しい類義語，反対語とそ
の差異などの語の意味的な情報が得られる。
　例えば，辞書の中で項目Aとその共起が他の項冒Bと類似している場合には，項目Aの中だ
けで共起が表示され，項還Bの共起は項臣Aを参考として表示する。例えば翻める」と「閉
まる」，f泊める」と「泊まる」の項爵で例示できる。　Sketch　Differenceの機能で「閉める」と「閉
まる」を調べると，「～を閉める」と「～が閉まる」の～般的な自他動詞の違い以外に，幾つか
の興味深い結果が見られた。まず，「閉める」は「られる」，「させる」，「っぱなし」という接尾
とよく共起している（fドアがきちんと閉められています／雨戸を閉めさせる／カーテンを閉め
っぱなしにする」など）。また，「閉める」は助詞「で」との結びつきとして「後ろ手で」，「手で」，「鍵
で」が現れている。複合助詞としては，「ために」も出現する（安全のために窓を閉めている）。
動詞に付く霞立・非自立・接尾の動詞としては，「閉め蓋ゑ，閉め直す，閉めてくれる・いただく・
もらう」のような共起がある。
　一方「閉まる」を見ると，「閉まりかける，閉まっておる，閉まり始める」などの共起が見ら
れる。よく共起する名詞「ドア，窓，カーテン，シャッター」は「閉める」と「閉まる」の場合
には共通して見られるが，「レストラン」，「商店」，「図書館」は「閉まる」としか共起していない。
　さらに，「閉める」・「閉まる」とともに辞典には見られなかった主な名詞・動詞との共起は「雨
戸」，「扉」，「蓋」，ギ元栓3，ギ蛇口」，「バルブ3である。辞書にあるジ障子」と「襖」の共起が
Webコーパスには現れていないのは興味深い。それはWebデータの方が現代日本語を反映して
おり，社会の変化とともに，変化する雷語の様相を表しているとも言えるだろう。
　以上の比較の結論として，Word　Sketch日本語版は共起表現辞典の編集において様々な共起
情報を提供し，語の意味的な情報を追加し，例文選択を支援すると考えられる。また，共起辞典
だけではなく，国語辞典，日本語学習辞典，二言語辞典，シソーラス，類義語および反対語辞
典，文型辞典などの様々な種類の辞書編纂を支援すると考えられる。編集時間の面からは調査し
ていないが，英語バージョンの実績から推測すると時間的なメリットもあるはずである。一方で
は，日本語共起辞書を含む様々な資源を利用することにより，Sketch　Engineの文法関係ファイ
ルがさらに向上できることがわかった。
3．2．言語研究とSketch　Englne
　上記で検討した辞書学分野以外に，他の雷語学研究でもコーパス資源の利用・方法の開発が
広がっている。Sketch　Englneはこのような琶語学における実証的な研究方法のために利用でき
る。Word　Sketch，　Thesaurus，　Sketch　Differenceの結果は主に語彙意味論的なデータに集中し
ているが，コーパス言語学の面からもそれ以外の興味深いデータが見られる。本章ではこのよう
な構造的な情報についていくつかの例を挙げ，また，Concordance機能によって，どのように
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様々な需語学酌な諜題（例えば文型など）が複数の単位として検索できるかを述べる。
1）形態論的な派生・屈折
　形態論的な派生の項目を次に示す。
　・suthx（接尾辞），　prefix（接頭辞）
　・suthx－base（接尾辞が付く語率傘），　prefix．．base（接頭辞が付く語幹）
　・　bound＿V（キーワードの動罰に付く霞立・非蘭立・接尾の動詞）
　・　V＿bound（キーワードの自立・非自立・接尾の動詞はどの動詞によく付くかを示す〉
　例えば，su銀xの例として動詞の「聞く」の接頭辞は「お」（お聞きしたい〉，　bound＿V
「取り組む」，V＿bound「みる」，「くれる」，「くださる」など（聞いて猛，聞いて塾な込か）
がある。また，「本」を検索すると接頭辞として現われる例（杢研究，杢サービス）があり，接
頭辞と一緒に現れる名詞としての例もあるに本，懲本，二本など助数詞）。さらにそれらの語
に後接する助数詞も共起結果の中で確認できる（～柵の本）。
　Sketch　Difference機i能で接尾辞「性」・「さ」とその語幹との共起の差異を確認できる。「性」は阿
能」，ゼ方向」，「生産」などの形容動震砕名詞の語幹に付き，「さjはヂ大きい」，．「高い」，「長い」
などの形容詞の語幹に付くことなどは初級段階の学習によって獲得されるが，上級レベルに進む
段階では共起しない語形を知ることが重要になる。形容動詞でも階か」は「性」を付けず，「便
利」は「さ」をよく取る。また爾方とも共起できる語（「正確さ／性」，ド複雑さ／性」）もあるこ
とで，使用に当たって学習者がしばしば迷うところである。このような学習者にわかりにくい組
み合わせ・表現も素早く確認できる。
　形態論的な属折のデータの中で名詞と格の組み合わせ，または動詞に付く動詞接尾（例えば
受身文や使役文など）と共起する助動詞の情報は学習者にとって辞書などからは得にくいが，
Word　Sketchを利回することにより情報が得やすくなる。また，動詞・形容動詞・形容詞は
Word　Sketchの結果では，1emmaとして表示されるため，これらの活用形の情報もi貞二接抽出で
きることが期待される。
2）パターンを探す
　共起の情報の中では，動詞のB的語は何であるか，主語あるいは話題は何であるかなどの
文法関係も現れる。さらにConcordance機能を爾いると様々な簡単なあるいは複雑なパター
ンが探せる。Concordanceでの検索方法についてはすでに2，2と3．3．1に述べた。ここでは，
ConcordanceのCQL機能を利用して，どのように検索できるかについていくつかの例を挙げ
る。
＠「～から／で作られる」’文塑表現の例
　ヂ～から作られる」と「～で作られる」という文型表現の類似した用例，その共通点・差異を
Concordanceで参照できる。それぞれのパターンを検：回するために，　CQLボックスに以下のよ
うに文字列を入力する。
　　　　［word＝”から”］lword　＝，i作らH】［｝emma　＝，1れる「〕
　　　　［word＝tlで”】［word＝”イ凶ドらt／［lemma・・”れるt’1
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　「れる」をlemmaとするのは終止形，連体形のほか，未然形，連用形などのような活用形を含
むためである。頻度の結果としては，「から」の表現は432回であり，一方「で」の表現は2，975
園現れている。それぞれの結果をCollocation　candidates（コmケーション候補）機能で探すと以
下のことが見られる。
　「から」は以下の語と共起している。
　・　天然の材料・部品（「植物，米，木，ブドウ，サトウキビ，素材，パルプ，食材，原料，
　　　古楽氏，　土壌，　石h？由」）
　・　抽象的・内容的な部分（「書葉，反省，意味」）
　・　時代や考え方の視点（ヂ視点，時代，頃，年，以降，観点」）
　「で」の表現は以下の語と共起している。
　・　場所・作成者（「工場，〈場所〉＋の中，日本，アメリカ，〈場所〉＋の上，ドイツ，中
　　　国，国，体内，家庭，地域」など），作成者（「自分，スタッフ」など）
　・　目標（旧標，要素，狙い，つもり」），考え（「コンセプト，発想，イメージ，考え」など），
　　　方法（「技術，方法，前提，技法，協力，手順，主導，人工」），状況（「段階，レベル；短
　　　期間；コスト，予算」など）
　・　材料（「木，素材，材，材料，石，紙，物質，金属，葉，ガラス，木材，竹，合金，金，
　　　食材，ビーズ，プラスチック，卵，大理石」など）
　材料の共起に限定して見てみると，「から」「で」ともに共起する「木，食材」などがあるが，
「から」は天然のもの・原料，一方「で」は人間が作ったもの・物質から作られているものと共
起する傾向が見られる。
幽使役の「動詞＋させてあげる」文型表現の例
　さらにもう一つの例として使役の「動詞幸させてあげる」文型表現の探し方を示す。まず
ConcordaneeのCQLボックスに　［tag＝t’V．“”］［word＝’1せiさせ1「］［word＝”で「1［王emma＝tlあげる「「1と入力
する。これによって，どの種類の動詞のあとでも，使役の助動詞「せ」あるいは「させ」が接
続し，さらに「て」に続く補助動詞「あげる」のすべての活用形の連なりからなる表現を探す
ことができる。この形式で検索すると，Webコーパス頻度は1，170となる。この形式の中の高頻
度動詞を調べるためにCQLの［word＝ltせiさぜ「］［word・・”で｝［1einma　＝”あげるtl】の結果をCollocation
candidatesの機能でさらに検：索すると，10匝i以上現れている動詞の語幹は次のものとなる。
　す（サ変動詞），食べ，聞（き），休（やす），や（やるの語幹），持（も），喜（よろこ），知（し），
　飲（の），会（あ），楽し，行（い），読（よ），気づ，遊（あそ），勝（か），甘え
⑲複合語「気にする」の例
　複合語の共起もConcordanceで検索できる。例えば，［word＝t’気，「】［word＝”1こ1「］［1emma＝ltする「／
を検索すると10，845の例文が出てくる。Collocation　candidates機能を使うとそのうちに「～を＋
気にする」の例文が4，000例近くある。一番多く現れる9的語を図13の語彙成分セット（1exical
sets）として示す。
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語彙成分セット 共起
他人の意兇・評価・予欝に関
ｵて
他計，世話体，盗品，評価，近所，回り，周り，評判，世論，
?囲，思惑，目線，眼，目，視線，外晃，占い，迷信
自分・人々の姿・様子に関し
ﾄ
ダイエット，スタイル，体裁，年齢，ファッション，服装，1
ｯ型，体重，太り，見た§，容姿，児栄え，日焼け
天気に関して 雨，天気，予報，天候，紫外線
病気・痛みに関して 病，痛み，具合，傷，持病，健康
財政に関して 予算，株価，料金，値段，財布，燃費
時間に関して 時間，時計，聴差，終電，遅れ
知覚刺激 匂い，騒音，煙，臭い，雑音
結果に関して 成績，点数，結果，間違い，敗戦
中身の質 中身，歌詞，文法，緬部，爾質，音程
その他　（版番・量・距離等） 順位，順番，数値，率，数，容量，距離，動向など
汚れ，
図33　「気にする」の目的語として共起する語の語彙成分セット
　さらに，「気にする」の前に来る語の語彙成分セットとして「～のことを気にする」を調べる
と，［word♂の11】［word＝ltこと1事畢1［word＝「，をll】［wordボ気「1［wQrd＝IIに「ll［1emma＝1「する，〕から「人閥」
を表す語が多いことがわかる。例えば，「子供，彼，あなた，人，私，～さん，～者」などである。
上記に示したFS的語の語彙成分セットの多くは，近代の小説コーパスを利用した研究結果
（Srdanovi6　2007）でも観察されている。
　コーパスの中でマークアップされているデータが文法関係ファイルに適当なパターンとして設
定されていれば，Word　Sketchなどの機能によって，容易に質の良い結果が得られる。コーパ
スデータのマークアップとしてさらに様々な文型表現，複合語，モダリティなどを追加すれば，
Word　Sketchの結果もそれに応じてさらに言語学的な情報が豊かになると考えられる。
3．3．第二言語学習とSketch　Engine
　第二土語学習にも近年，コンピュータ資源が利用されるようになっている。Sketch　Engineの
多数の署語版はそのためにも使われており，その有用性が検討されている。臼本語版も國内と海
外で拡大している賑本語学習に役立つ資源になり，日本語教授者と日本語学習者を支援すること
が可能となるであろう。ここではいくつかの面からSketch　Engineの応用の可能性を考える。
1）利用者の面
　まず，日本語を第二言語として学習する場合のSketch　Engineの応用の可能性を利用者の側か
ら見る。大きく分けると（a）日本語の教師と（b）EI［本語の学習者であるが，さらに以下のよう
に分けられる。H本語の教師にはN本語母語話者と非母語話者があり，両方ともSketch　Engine
を難なく使えるはずである。しかしながら，教師といえども非母語話者である場合は，例文に現
われる微妙な言語的な問題に関しては簡単に判断できない時もあり得る。一一方，学習者の場合に
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は日本語の能力レベルによってSketch　Engineの利用方法を考えるべきである。中級学習者およ
び上級学習者はさほど問題なく使えるが，初級学習者は直接利用するのが難しいと考えられる。
　さらに，学習者を利用者として考えると，ツールを利用しながら言語を学ぶ上でいくつかの難
しい点も見られる。その一つは分からない語あるいは読めない漢字が現れる場合である。また，
ツールの中で学習能力レベルの情報を含んでいないことである。現在のコンピュータ支援システ
ムの中には，レベルを考慮して作成されているシステムがある。一例として，学習例文を選択す
るために能力レベル情報を利用する「なつめ」という作文学習支援システムがある（Nishina＆
Yoshihashi　2007）。このシステムは多数のコーパスを利用して，学習者の日本語能力レベルに合
わせた例文や共起表現が検：索できる。コンコーダンスラインでも例文の複雑さによってソート
できるという研究も行われているので（Smr2　2004），将来的にこのような機能をSketch　Engine
に追加すれば，このツールは学習者のためにさらに使いやすくなると考えられる。また，日本語
版では，必要に応じて振り仮名も見られるようにすることが考えられる。
2）言語の四技能の面
　「読む」「書く」「聞く」「話す」という出語の四技能の面から見ると，Sketch　Engineは書くス
キルの向上を支援することが第一の冒的と書える。岡時に，コーパス例を読むことで間接的に読
むスキルの向上も支援できる。
3）学翼懲的の面
　ツールの応用は学習戸田によっても分けられる。
　（a）言語学的な知識を習得するため（例えば，語彙意味的な知識，文法パターンなど）
　（b）言語の能力を評価するため（テスト作成）
　（c）教科書などの学習資源を作成するため
　（d）コンピュータ学習支援システムを構築するため
　一方，学習内容としてのそれぞれの言語的な知識としては，語彙意味論的な問題形態的な問
題文法用例などについてすでに述べた（3．1と3．2）。従来のSketch　Engineにおける教育利用
の経験では（Smr22004），共起表現だけではなく，Sketch　Difference機能で得られる類義語の
異同に関する比較1青報の利用が第二欝語教育において最も役に立ったと述べている。Thesaurus
を利用すると，特定の意味を表す語彙に関しての知識が評価できる。学習者が意味的に関連して
いる単語の差異を知っているかどうかをチェックするためのテストがSketch　Engineツールの上
で自動的に作成できるとSmr頭2004）は述べている。教科書などの学習資源の作成では前述し
たSketch　Engineから得られる様々な言語学的な情報が利用できる（語彙・形態素・文型パター
ンの振舞いや典型的な例文などである）。さらにコーパスから学習資源作成のために利用できる
語彙リストが得られ，そのリストから高頻度語彙について特別に学習者の注意を向けさせること
ができる。Sketch　Engineで得られた結果は高頻度の共起・類義語・反対語を示す機能を持つコ
ンピュータ支援システムに発展させることが可能であり，例えば前述の「なつめ」システムの構
築とその向上にも利用できる。
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4）高欄場所・時聞
　さらに，どこでツールを利用するかによって，次のような三つの町能な方法が考えられる。
　（a）授i印可（コンピュータ教室）
　（b）授業の繭後（授業のための準備，宿題など）
　（C）遠隔教育
　Sketch　Engineのいくつかの雷語版はすでに第二雷語学習に利用されている。中国語学習者に
は中入語のSketch　Engineがどの程度役立つかを検討するための調査も行われている（Smith　et
al．2007）。日本語版でも書語学習における可能な利用を検討するためにはこのような調査を行う
必要がある。
3．4．その他の利用方法
　上述のSketch　Engineの応屠以外にも他のB的で，他の分野の研究における利胴が考えられ
る。社会言語学の揃から見ると，例えば2，3でf女の子」と「男の子」の例で見たように様々な
興味深い現象が検討できる。単語とその共起を通じて社会通念，様々な固定観念の型が兇られ，
現在の大規模Webコーパスのデータを用いると，文化研究などの分野の薩からWebメディア
も分析できる。さらに，多種のコーパスを比較すれば，各々のコーパスの特徴も検討できる。大
規模コーパスデータの結果と人手による意識調査で得られた結果を比べるのも興味深い。例え
ば，アンケートによって得られた単語と単語の連想を表しているワードマップをWord　Sketch
とThesaurusの結果と比較することもできる（Joice　2005）。　Sk：etch　Engineの結果には，コーパ
スが分析されている形態素解析ツールChaSenの様々なタイプの誤りが発見できるため，このよ
うなツールをテストし，ChaSenの解析精度の向上に役立てることも可能である。
　ユーザーもCorpus　Builder機能を利用して，霞分で他のコーパスをSketch　Engineに載せる
ことができる。また，WebBootCatを利用して，　Webから専門分野などの特定領域のコーパス
を構築することもできる（Baroni　et　al、2006）。
4．まとめと今後の諜題
　日本語版のSketch　Engineの最初のバージョンが作成された。本稿ではまずH本語版の作成ス
テップについて以下のことを述べた。
　1）ChaSenで解析した4億語のWebコーパスを載せたこと
　2）正規表現とChaSenの品詞項冒から田本語の文法的関係ファイルを作成したこと
　次に，伝統的なコーパス検：索方法と比較することでSketch　Engineの利点を示し，大規模なコ
ーパスから短時間で琶語学的な情報を取り出すための新しい方法を紹介した。ツールのも，つ様々
な機能Word　Sketch，　Thesaurus，　Sketch　Difference，　Concordanceは，コーパス辞書学におい
て，有効で良質な語彙意味論的なデータが得られることから，新しいコーパスの検索手法・利胴
方法として役立つという結論に至った。その他の様々な分野として書語学，第二言語学習等の応
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用も例を挙げて検討した。
　今後の課題としては日本語版の以下の問題点を改良し向上させる予定である。
　1）Webコーパスのデータをさらにクリーンにし，データのテキスト分類情報を含む様々な
　　　メタデータを追加する。
　2）複合語を含む文法的な関係をさらに追加・陶上させ，他の形態素解析ツールのメリットも
　　　組み込．む。
　3）　母語話者・学習者向けの追加情報を付与する。日本語でのChaSenタグ，　Eil本語での文法
　　　関係名称，ChaSenによる仮名，ローマ字，読みを表示する機能を追加する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　　Althottgh　corpus－based　laRgttage　research　has　been　developing　rapidly　iR　recent　years，　there　is
stili　a　lack　of　resources　in　regards　to　their　size，　textual　variety，　and　time　of　creatioR，　aRd　of　efficient
and　user－friendly　corpus　query　tools．　This　is　also　the　case　for　the　Japanese　corpus　11Rguistics，
which　is　one　of　the　primary　reasons　for　the　recent　rise　in　projects　coRstrucSing　Japanese　corpora
resources．
　　　　In　this　paper，　we　present　a　method　for　extracting　linguistic　information　from　corpora　usiRg　the
Sketch　Engine　corpus　query　tool，　which　has　receRtly　been　extended　for　the　Japanese　language．
’lke　JapaRese　version　is　based　on　a　40e　mlllion　word　Japanese　Web　corpus，　which　is　linguistically
annotated　by　the　morphological　analyzer　ChaSen，　and　a　Japanese　grammatical　relations　file．　The
tool　offers　efficient　and　user－friendly　ways　of　extractlng　concise　linguistic　data　about　words－their
grammatlcal　aRd　collocational　behavior，　as　well　as　thesaurus－like　information　and　differences　in
usage　for　similar　words．　We　explain，　through　examples，　how　the　tool　could　be　utilized　in　corptts
lexicography，　linguistic　research　and　computer　assisted　language　learning　of　the　Japanese　language．
The　investigation　part　of　the　article　concentrates　mainly　on　the　ways　that　the　tool　could　be　applied
within　the　dictionary　creation　process，　aRd　tke　resul£s　illttstrate　how　each　of　the　tool　functions　can
greatly　contribute　to　that　process．
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